










































































































































項目内容　　 学生Ａ 学生Ｂ 学生Ｃ 学生Ｄ 学生Ｅ
詳しい内容は＜表１＞ 施設 自己 施設 自己 施設 自己 施設 自己 施設 自己
積極的かかわり 7 5 5 5 7 5 7 7 3 3
適切な接し方 ７ 5 5 7 7 5 7 5 3 5
理解のための努力 ７ 7 7 5 7 3 7 5 3 3
言葉遣い ７ 5 7 7 5 5 5 5 3 7
個性や特性の理解 ７ 5 5 5 5 3 5 5 3 5
丁寧な記録、
適切な表現 ５ 5 7 5 1 3 1 1 3 3
気づきや考察 ７ 5 7 5 3 3 3 1 1 3
出勤時間等の規律 ７ 5 7 7 7 5 5 3 5 7
挨拶や身だしなみ ７ 5 7 7 7 3 7 7 3 7
学ぶ姿勢と
積極的態度 ７ 7 7 5 7 3 7 5 5 5
指導への素直な態度 ７ 5 7 5 7 3 7 5 3 5
総合評価 ７ 5 7 5 5 5 5 3 3 3






　施設評価がＡ評価だった学生 9 名のうち、自己評価Ａ評価は 3 名（33.3%）、
B 評価は 5 名 (55.6%)、C 評価は 1 名 (11.1%) だった。



























































（ C 評価 ）にしたことは特筆すべきことである。Ｈは実習Ⅰでは施設評価が













項目内容　　 学生Ｅ 学生Ｃ 学生Ｆ 学生Ｇ 学生Ｈ
詳しい内容は＜表１＞ 施設 自己 施設 自己 施設 自己 施設 自己 施設 自己
積極的かかわり 7 5 7 7 5 3 7 5 7 3
適切な接し方 7 4 7 5 7 5 5 3 7 5
理解のための努力 5 4 7 5 7 5 7 7 5 5
言葉遣い 7 5 7 5 7 3 7 5 7 5
個性や特性の理解 5 5 7 5 7 5 5 5 5 5
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個別支援計画の学び 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
丁寧な記録、適切な
表現 5 6 5 5 7 5 7 5 5 3
気づきや考察 7 5 7 5 7 5 5 7 5 3
挨拶や身だしなみ 7 7 7 5 7 5 7 7 7 7
学ぶ姿勢と
積極的態度 7 7 7 5 7 5 7 3 7 5
指導への素直な態度 7 5 7 5 7 7 7 5 7 5
保育士の仕事理解 7 4 5 5 5 5 7 7 5 5
総合評価 7 5 7 5 7 5 7 5 7 3
平　　均 6.5 5.17 6.5 5.17 6.5 4.83 6.33 5.33 6 4.67
②施設評価がB 評価の場合
　施設評価でB 評価あるいはC 評価だった 8 名のうち自己評価が施設評価よ
り低くした学生は 2 名のみだった。施設評価がＡ評価だった学生とは大きな違
いがあった。この違いは何なのか。
















































項目内容　　 学生Ｉ 学生Ｂ 学生Ｄ 学生Ｊ
詳しい内容は＜表 1 ＞ 施設 自己 施設 自己 施設 自己 施設 自己
積極的かかわり 5 5 5 5 5 7 3 7
適切な接し方 5 5 5 5 5 5 3 1
理解のための努力 7 5 5 5 5 5 3 5
言葉遣い 7 5 5 5 5 5 3 3
個性や特性の理解 5 3 5 5 5 5 3 5
個別支援計画の学び 5 5 5 5 5 7 3 7
丁寧な記録、適切な表現 5 5 5 5 5 5 3 5
気づきや考察 7 5 5 3 5 5 3 5
挨拶や身だしなみ 5 5 5 7 5 5 5 7
学ぶ姿勢と積極的態度 3 5 5 5 5 7 5 5
指導への素直な態度 5 5 7 5 5 7 3 5
保育士の仕事理解 3 5 5 5 5 7 5 5
総合評価 5 5 5 5 5 5 3 5















































入所児（者）に積極的にかかわることができたか 5.6 4.9 0.7
入所児（者）との接し方は適切であったか 5.8 4.2 1.6
入所児（者）を理解するために工夫・努力する態度が
見られたか 5.8 4.8 1
入所児（者）に対する言葉使いは適切であったか 6.2 4.1 2.1
入所児（者）の個性や特性を理解したかかわりが
できたか 5.2 4.5 0.7
個別支援計画の内容や役割について学べたか 4.6 4.7 -0.1
記録として丁寧に、適切な表現がなされているか 5.6 4.8 0.8
記録として気づきや考察など十分な内容であるか 6 4.1 1.9
言葉使い、挨拶、身だしなみは適切だったか 6.2 5.7 0.5
実習生らしく学ぶ姿勢で、積極的な態度で
実習できたか 5.8 5.1 0.7
職員の指導に素直に対応し責任のある態度がとれたか 6.2 5.1 1.1
保育士の仕事内容と職業倫理の理解は学べたか 5 4.6 0.4





























入所児（者）に積極的にかかわることができたか 6.14 5.88 0.26








個別支援計画の内容や役割について学べたか 5 4.71 0.29
記録として丁寧に、適切な表現がなされているか 5.29 4.43 0.86
記録として気づきや考察など十分な内容であるか 5 4.71 0.29
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保育士の仕事内容と職業倫理の理解は学べたか 5.57 5.57 0






























































































































































































































































































　実習Ⅲを履修した学生へのアンケート調査（17 名に発送 7 名から回答あり）
【施設実習についてのアンケート】
　（お名前）　　　　　　　　　　　　　　（現在の職場）　　　　　　　　　　　
　保育実習ⅠＢ　　　　　　　　　　　　　保育実習Ⅲ
　施設名　　　　　　　　　　　　　　　　施設名　　　　　　　　　　　　　　　
※以下の設問に 5 段階評価（〇印）でお答えください。また、それぞれの理由などもご
記入ください。
５段階評価（ ５：非常にそう思う　　４：そう思う　　３：どちらともいえない　
　　　　　　２：あまり思わない　　１：全く思わない）
＜１＞保育実習ⅠＢについて
　①保育実習ⅠＢの実習先施設での学びは現在の仕事に役立っている
（５・４・３・２・１）
　　　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　②保育実習ⅠＢ後の「実習後の個人面談」は実習Ⅲに役立った（５・４・３・２・１）
　　　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
＜２＞保育実習Ⅲについて
　①保育実習Ⅲの実習先施設での学びは現在の仕事に役立っている（５・４・３・２・１）
　　　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　②保育実習Ⅲ後の「実習後の個人面談」は現在の仕事に役立っている
（５・４・３・２・１）
　　　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
＜３＞保育実習ⅠＢと保育実習Ⅲとの比較について
　①保育実習ⅠＢと保育実習Ⅲとでは、実習に対する気持ちが違った
（５・４・３・２・１）
　　　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　②保育実習ⅠＢと保育実習Ⅲとでは実習の充実感が違った　　（５・４・３・２・１）
　　　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
＜４＞その他
　①施設実習前と実習後では利用者を見る目や感じ方が変わった（５・４・３・２・１）
　　　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　②その他、感想や近況など、ご自由にお書きください
　　　　　　　　　　　　　　　ご協力ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州豊南短期大学　幼児教育学科　佐藤幸子
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